














「どこかに連れて行ってくれるというのなら、温泉がいいです」

　と、そういい出したのはヨシヒコであった。

　いつものアキトの事務所。

　試合で勝ち懐が暖かいアキトが、どこか行きたいところはあるかと聞いたところ、そのような答えが返ってきたのだ。

「温泉か。たしか、デウスの中にそういう施設もあったな。じゃあ、いくか」

　アキトがそう答えると、金勘定をしていたキャロがばっと顔を上げて瞳を輝かせた。

「本当ですかっ!?　やたっ、温泉！」

「なんだキャロ、君、温泉好きなのか？」

「ええ、そりゃあもう！　温かい湯に浸かってゆっくりお金のことを考える時間は、まさに至高！　お肌もすべすべになって、自分の価値も高まって一石二鳥で最高ですよお！　やーん、これで元からとってもお高い私の価値が、さらに一億ぐらい上がっちゃう！」

　などと勝手に盛り上がり、くねくねと体をくゆらせる。

　それを少し呆れた顔で見つつも、アキトは小さくうなずいて見せた。

「よし、じゃあ決まりだな。皆で温泉に行こう。楽しみだ」

「はい、楽しみですねえ！　うふふー、やったやったー！」

　盛り上がるアキトとキャロ。そんな二人を見ながら、言い出しっぺのヨシヒコがにやりと邪悪な笑みを浮かべて呟いた。

「ええ、とっても楽しみですねえ。それはもう」




「わー！　すっごい！　デカい！　立派！　気持ちよさそー！」

　そうして皆と訪れた、デウス内部の温泉旅館。

　つくやいなや即座に向かった女湯で、乳白色の湯が張られた大きな湯船を見回しながら、素っ裸のキャロが感嘆の声を上げた。

「わ、ほんとすごい……。さすが女神様の作ったものですね……」

　その後に続く、体にきっちりタオルを巻いたアンジェリカも驚いた様子で言った。

　そしてそのまま少し怯えた様子で周囲を窺う。どうやらタイミングが良かったのか、他の客はいないようだ。

　ほっと安心していると、そこで、後ろで猫のような目をして自分をじっと見ているファムにはっと気づく。

「な、なに、ファムちゃん……？　ど、どうして、私のことじっと見てるのかな……？」

「アンジェリカおねえちゃん、どうしてタオルなんて巻いてるです？　ここには私達しかいないのです」

「え、えと、それは……その……。わ、わたし、肌を出すのは苦手で……。いろいろ、恥ずかしいし……。ファ、ファムちゃん？　どうして、近づいてくるのかな……？」

　じりじりと近づいてくるファムに言いながら、少しずつアンジェリカが後ずさる。

　だがやがて湯船の縁にまで来てしまい、これ以上逃げられなくなったところで、満面の笑みを浮かべたファムがアンジェリカに飛びかかった。

「気にすることは！　ないのです！　女同士！　なのですっ！　そりゃああああ！」

「きゃああああああっ!?」

　そしてそのまま、がばっとアンジェリカが巻いていたタオルを奪い取ってしまう。

「ふわあ、アンジェリカおねえちゃん、体キレイなのです……。肌が白くてほっそりとしてるのに、お胸は思ってたより大きい……」

「みっ、見ないで……見ないでぇ……！」

　キラキラした目で無遠慮に見つめてくるファム。

　アンジェリカは真っ赤な顔で身をよじり隠そうとするが、そこで忍び寄ったキャロがにたりと笑って言った。

「二人共、温泉に来たのに、なーに浸かりもせずにやってんのよっ……そーれ！」

「「きゃああ!?」」

　そのまま二人を抱えてドボンと湯船に飛び込んでしまう。

　完全に迷惑行為だが、今は他に客がおらず、またカードである彼女たちは体が綺麗なので、この行為には実際問題はない。

　本当である。

「ぷはっ……。キャロルさん、何するんですかぁ……！」

「あははははっ！」

　思ったより深かった湯から慌てて顔を出し、アンジェリカが言う。

　だがキャロは気にした様子もなく楽しげに笑っており、アンジェリカも思わず笑ってしまう。

（キャロルさん、楽しそう。お金のことしか興味がないのかと思っていたけど、こういう可愛らしい一面も）

「さー思いっきり楽しむわよ！　なにしろお金使って来てるんだから、使っただけ楽しまなきゃ損損！　一分一秒たりとも無駄にはできないわ、旅館側が負けましたっていうレベルで元を取るわよー！」

「……」

　アンジェリカが笑顔のまま固まる。

　ああ……やはり、キャロルはキャロルだ。　

　などと呆れていると、そこで湯の中をすいーっと泳いできたファムが、がばっと浮上するやアンジェリカの胸目掛けて勢いよく飛び込んだ。

「おねえちゃんっ！」

「きゃあっ!?　ちょっ……ファムちゃん!?　ど、どうして揉むのっ……ちょっ、やめっ……」

「はあはあ、やっぱり思ってたより大きいのです……ふ、ふふふ……」

　アンジェリカの胸に顔を埋め両手で揉みしだきながら、ファムがとろけた顔で言う。

　アンジェリカはファムのことをただの甘えん坊だと思っていたが、もしかしたら、そうもしかしたらファムはそっちの気があるだけなのでは……と、少し怖くなってしまう。

　そこで、見かねたキャロが助け舟を出した。

「ファムちゃーん、あんまりやっちゃアンジェリカちゃんが可哀想よ。たまにはこっちのナイスバディのお姉さんの胸に飛び込んできてもいいのよ？」

「……キャロルおねえちゃんは、揉むところがないのでいいです……」

「どこがじゃい!?　立派なモンがついてるじゃろがい！」




　一方、男湯。

　そこには、湯船に浸かってご機嫌顔で鼻歌を歌っているミシェットの姿があった。

「ふんふんふーん……♪　いやあ、いい湯だなあ、体が温まるぜこいつは」

「……お前の体、機械だろう。風呂に入る理由も、温まるって感想も完全に意味が不明の謎なんだが？」

「馬鹿野郎、気分だ気分。必要なくても、こういう時は気分を楽しむのが醍醐味なんだよ、わかるか？」

　隣で同じように湯に浸かっているロメオがツッコミを入れると、ミシェットがおどけた様子で答えた。

「ふん。まあ、言いたいことはわかる。俺たちカードには必要ないだが、得難い時間であることは確か」

　言いつつ、ロメオがふうと息を吐いて湯船の縁にもたれかかる。鎧を外したその裸体は、細身ではあるがしっかりと筋肉が盛り上がった、勇ましい戦士のそれだ。

　長い金髪は邪魔にならないよう後ろで一纏めにされていて、いつもの仏頂面も今はどこか緩んでいる。

「そうだよな。カードとはいえ、生活には楽しみがあるべきだよ。それに、俺は皆と裸の付き合いができてすごく嬉しい」

　湯を楽しむ二枚の横に並んだアキトが、自分も縁にもたれかかりながら満足気に呟く。

　リラックスした様子のそのアキトの体も、元鉱山労働者らしくよく引き締まったものだ。

　特に両椀の筋肉は立派なもので、それはロメオと並んでいても見劣りしないレベルであり、

「……っていうか！　なに男湯の描写なんか延々とやってんですか!?　いらないから、こういうの！　誰得!?　あとなんか妙にこっちだけ詳しくない!?」

　そこで、腰にタオルを巻いたヨシヒコがぐわっと勢いよくツッコミを入れた。

「おいおい、なんだヨシヒコくん、藪から棒に。何の話だい、こっちだけとかなんとか」

「あ、それはこっちの話です。どうぞお気になさらず。……いやつーか、ほんと男湯とかどうでもいいから！　いらないからこの場面！　何のために僕が温泉をチョイスしたと思って……」

「おいヨシヒコ、何だお前、湯船でタオルなんぞ巻きおって。マナー違反だぞ、マナー違反。ははーん、さては貴様、下半身に自信がないな？　どれ、ひとつひっぺがして……」

「やめろっ！　ほんと、そういうのいらないから！　男同士の湯船でじゃれ合いとか、ちっとも需要ないから！　状況を考えて、状況を！」

　のほほんとした顔で言うアキト、そして執拗にタオルを取ろうとしてくるミシェットにヨシヒコが吠える。その目は、完全に血走っていた。

「いいですか、あんたたち！　今、その垣根の向こうにはキャロルちゃんたちが今まさにキャッキャウフフしてるんですよ、それはもうくんずほぐれつ！　それを……見たいとは思わないんですかあんたたちは！」

　言いつつ、ビシリ！と男湯と女湯を隔てる竹垣を指差す。

「まさか、覗こうとでも言うつもりか？　おまえはまた、なんちゅう月並みなことを……」

「普通に犯罪なんだが？」

「だまらっしゃい、朴念仁ども！　女に興味ないふりしやがって！　僕たちカードはいずれ記憶を失う！　僕たちには過去も未来もなく、ただ〝今〟しかないんだ！　なら、その今を少しでも輝かせるために努力して何が悪い！　これはそのために用意した場なんだ、僕は行きますよ！　なんと言われようとっ！　うおおおおおっ！」

　言いつつ、凄まじい勢いで竹垣を登り始めるヨシヒコ。

　そして乗り越え、満面の笑みを浮かべ、そのままの勢いで女湯に飛び込む。

「楽園に、フライハーーーーーイ！　みんなあああ、僕と裸の付き合いをしよっ……」

　そして、ヨシヒコが笑っていられたのは、そこまでであった。

　向かう湯の上に、完全武装し、体をしっかりタオルで隠したファムがにこやかな笑顔で立っていたからだ。そして、その砲台はしっかりとヨシヒコの方を向いていた。

「えっ、ちょっ……」

「死ねなの」

　そして、女湯に轟音が鳴り響く。




「やれやれ。本当にどうしようもないなヨシヒコくんは」

　それから少し後。男湯入り口前の廊下に置かれた長椅子に座りながら、瓶のコーヒー牛乳を手にした浴衣姿のアキトが呟いた。

　あの後、吹き飛ばされて戻ってきたヨシヒコにとどめを刺すべくファムが竹垣を飛び越えてきてしまい、大乱闘が始まったのでゆっくりするどころではなくなってしまったのだ。

　仕方無しに湯から上がり、ロメオとミシェットは卓球をしに行ってしまったので、今はこうして一人で休んでいるところなのである。

　コーヒー牛乳を一口すすり、やはり風呂の後はこれだな、などとかんげていると、突如として廊下に可愛らしい声が響いた。

「あー！　マスター、一人でコーヒー牛乳飲んでる！　ずるーい！」

　驚いてアキトがそちらを向くと、そこには銀色の髪を頭の上で団子状に纏めた浴衣の少女が立っていた。一瞬誰だかわからなかったが、やがて髪型を変えたキャロだと気づく。

「私も飲みたかったんですよ、もう！　私にもください、一口、一口！」

「あ、ああ。いや、欲しいなら別にもう一つ買っても……」

「いや、それはいいです。一瓶まるごとは、ちょっと多いですし。お金も勿体ないですし。じゃあ、そーいうことで」

　言いつつ、アキトの手からひょいっとコーヒー牛乳を奪い取ると、横にどっかりと座り込んでゴキュゴキュと飲み始める。

　一瓶は多いと言うわりには豪快な飲みっぷりじゃないか、などと思いつつも、アキトはついキャロの方を見てしまう。

（……驚いたな、髪型を変えて、着てるものを変えただけで随分と雰囲気が違う）

　風呂上がりで火照り、髪の毛にまだ湿り気が残っているキャロの姿は、なんというか、どこか色気のようなものがあった。

　いつもは口を開けば金のことしか言わないやつだが、環境が違うとこうも違って見えるものか。などと思っていると、そこですっかりコーヒー牛乳を飲み干してしまったキャロがアキトの視線に気づいた。

「なんですか、ジロジロ見て。んー……あ、わかった。さては私に見惚れてましたね、マスター！　もうしょうがないなあ、超絶美少女キャロルちゃんの湯上がりの姿がそんなにお気に召したんですか、このこのー！」

　そして、いたずらっぽい笑みでアキトの顔を覗き込みつつ、そんなことを言ってくる。図星を突かれ赤い顔をしたアキトが、顔を逸らしながら慌てて「そんなわけないだろ」と否定しようとするが、そこで思い直した。

（このままじゃ、否定してもからかわれ続けるだけだ。なら、逆にいっそ踏み込んでやるか）

　多少の悪戯心も働き、ニヤリと笑って向き直ると、アキトがキャロの顔を覗き込みながら答える。

「実は、そうなんだ。やはり君はかわいいな、キャロ。驚いたよ。思わず見惚れた」

　どうだ、と胸中でほくそ笑む。こう言われたら、守銭奴のキャロのことだから「もう、いくら私が可愛いからってそんなジロジロ見るなんて失礼ですよ！　お金取りますよ、お金！　はい、10万GP！」とか言ってくるに違いない。

　そうしたら後は話をうやむやにしておしまいだ。

　この勝負、勝ち申した。いや、別に勝負をしているわけではないが。

　などと考えるアキト。だが、それに対するキャロの反応は、想像とだいぶ違うものだった。

「えっ……」

　驚いたように小さく呟くと、アキトの顔を見上げたまま固まってしまったのである。

「えっ」

　アキトも驚いた声を上げる。

　馬鹿な。なんか、想像と違う。

　おいおい、なんでこんな時だけこんな反応をしてくるんだよ……！

（なんだよ、どういう反応だよ……！　ボケるか笑い飛ばしてくれないと、こっちが恥ずかしいだろ……！）

　動揺するアキト。見る間に顔が赤く染まっていく。

　だが、当のキャロルは固まったまま、まるで動かない。

　そうしてアキトも目を離すことができず、お互いに見つめ合ってしまう。

　身長差の激しい二人であるから、アキトがキャロの顔を見下ろす形だが、そうして改めて見ると、やはりキャロの顔はどうしようもなく愛らしい。

　猫のように大きな瞳、桜色の小さな唇に、長いまつげ。

　その一つ一つがあまりにも好ましい。

　これほど近くで見つめ合ったことは今までなかった。

　……こいつ、可愛いとは思っていたが、こんなにだったっけ……。

　その瞳から目を離せなくなったまま時間が過ぎ、やがてアキトが、自分の手をそっと持ち上げた。

　そしてそれをゆっくりとキャロのほうに動かし、そして。

「もー、ファムちゃん、もういいからっ……！　落ち着いて、ねっ！」

　……そこで、廊下に、女湯からファムを引きずって出てくるアンジェリカの声が響いた。

「っ……」

　慌てて手を引っ込め、顔を背ける。キャロも、呪縛が解けたようにばっと動き出し、そっぽを向いた。

「やだやだ、離してお姉ちゃん！　あいつ殺せない！」

「殺さなくていいんだって……！　ヨシヒコくんは、ああいうことをしちゃう人だから、今回は見逃してあげてっ。……あっ、キャロルさん。と……マスター」

　そこでアンジェリカが二人に気づいた。

　その声につられてアキトたちのほうに目を向けたファムが、嬉しそうな顔をしてとてとてと駆け寄った。

「キャロルおねえちゃんたち、こんなところでなにしてるです？」

「あー、うん。ちょっとねー。あはは」

　それに、キャロは髪を直しながら曖昧な笑みで答えた。

「……？」

　そんなキャロと、そっぽを向いたままのアキトを見比べて、アンジェリカが不審な顔をする。

　なんだろう。なんだか、妙な雰囲気……？

　などと考えたところで、長椅子から立ち上がったキャロが二人の背中を押しながら言った。

「さーさー、次は豪勢な食事よ、食事！　お高い肉にお高い魚が私達を待ってるぜぇ！　いきましょっ！」

「わーい、ごちそう！　ファム、ごちそう大好き！」

「えっ、ちょっ、キャロルさん、そんな押さなくても……っ」

　三人分の足音が離れていくのがわかり、アキトがそっとそちらの方を覗き見る。

　すると、キャロは二人を押しながらもアキトのほうを向いていた。

　そして妙に神妙な顔をしたかと思うと、次の瞬間にはニヤリと笑い、べっと舌を突き出してみせる。

　そして、そのまま、もう振り返らずに行ってしまった。

（……なんなんだよ、まったく）

　キャロのことは、大分わかったつもりになっていた。

　だが、それは大きな間違いだったようだ。

　はたして、どういうつもりだったのか。アキトをからかったのか、それとも。

（……謎だな。いくら考えたって、わかるわけないか。心を持つ相手の、本当の気持ちなんて）

　それは、本人に聞いてみないと決してわからないことだ。

　いつか、それを聞く機会があるだろうか。そんな事を考えながら、ふう、とため息を一つつき、アキトはのぼせた頭を冷やすべくロメオたちの元へと向かうのであっあ。









アキトはカードを引くようです３
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